
（7） 令和４年５月１５日 （第３種郵便物認可） 第630号（ ４年５月号）令和道 路 ニ ュ ー ス

と
に
よ
り
、
各
地
に
広

が
る
観
光
地
や
ツ
ー
リ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
の
活
性

化
、
高
速
道
路
の
利
用

促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
の

二
輪
車
限
定
の
「
ツ
ー

リ
ン
グ
プ
ラ
ン
」
全
20

コ
ー
ス
を
期
間
限
定
で

販
売
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
最
大

２
日
間
（
ま
た
は
３
日

間
）
、
対
象
エ
リ
ア
の

高
速
道
路
が
定
額
で
乗

り
降
り
自
由
と
な
る
企

画
割
引
商
品
で
（
利
用

す
る
日
時
や
区
間
に
よ

っ
て
は
通
常
料
金
の
半

額
程
度
と
な
る
）
、
当

日
の
天
候
な
ど
を
踏
ま

え
、
走
行
直
前
で
も
申

し
込
み
で
き
る
（
利
用

前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
金
は
か
か

ら
な
い
）
。

《
対
象
期
間
》

　

令
和
４
年
４
月
25
日
（
月
）

～
11
月
30
日
（
水
）

※
北
海
道
の
各
コ
ー
ス
は
、
令

　

我
が
国
の
高
速
道
路
に
お
い

て
は
、
休
憩
施
設
同
士
の
間
隔

が
概
ね
25
㎞
以
上
離
れ
て
い
る

空
白
区
間
が
約
１
０
０
区
間
存

在
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
こ
の
空
白

区
間
を
半
減
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
現
在
全
国
23
箇
所
の
道
の

駅
を
対
象
に
、
高
速
道
路
か
ら

の
一
時
退
出
を
可
能
と
す
る
社

会
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。
今

回
、
新
た
に
道
の
駅
６
箇
所
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の

社
会
実
験
箇
所
を
含
め
、
令
和

４
年
７
月
１
日
（
金
）
０
時
よ

り
一
時
退
出
可
能
時
間
を
３
時

間
か
ら
２
時
間
に
変
更
し
、
引

き
続
き
検
証
を
進
め
る
と
し
て

い
る
。

《
対
象
車
両
》

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
信
に
よ
り
高

速
道
路
を
走
行
可
能
な
二
輪
車

《
利
用
方
法
》

　

各
コ
ー
ス
の
申
し
込
み
先
と

な
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
各
社
の
公
式

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
会
員
登
録

し
、
そ
の
後
、
利
用
日
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
情
報
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

載
器
管
理
番
号
な
ど
を
入
力
の

う
え
、
利
用
前
ま
で
に
申
し
込

む
。

　

申
し
込
み
の
際
に
登
録
し
た

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
と
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載

器
が
付
い
た
二
輪
車
で
、
申
し

込
み
の
利
用
期
間
に
対
象
エ
リ

ア
を
走
行
。

※
対
象
エ
リ
ア
の
区
間
外
を
走

行
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
申
込
み

の
プ
ラ
ン
の
対
象
と
な
ら
な
い

利
用
を
し
た
場
合
は
料
金
を
別

途
請
求
す
る
。

【工事通行止め】
◇東北中央自動車道　相馬IC～霊山IC
　５月23日（月）～５月27日（金）　各日21：00～翌６：00
◇東北中央自動車道　霊山IC～桑折JCT
　６月６日（月）～６月21日（火）　各日21：00～翌６：00
◇中部横断自動車道　新清水JCT～富沢IC
　６月20日（月）～６月24日（金）　各日20：00～翌６：00
◇中部横断自動車道　六郷IC～増穂IC
　６月13日（月）～６月15日（水）　各日20：00～翌６：00
◇しまなみ海道　生口島道路　生口島北IC～生口島南IC
　５月16日（月）～６月17日（金）　各日21：00～翌５：00
【集中工事】
◇名神高速道路　一宮IC～関ヶ原IC
　５月28日（土）０：00～６月17日（金）24：00
【リニューアル工事】
◇阪神高速14号松原線　喜連瓜破～三宅JCT
　６月１日（水）４：00～令和７年３月末

　

高
速
道
路
は
全
国
的
な

自
動
車
交
通
網
の
枢
要
部

分
を
構
成
し
、
我
が
国
の

国
土
の
骨
格
を
形
成
す
る

と
と
も
に
、
重
要
な
都
市
、
空
港
・
港
湾

等
の
拠
点
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
連
絡

す
る
道
路
で
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活

動
を
支
え
、
国
土
を
守
る
基
盤
と
し
て
、

社
会
の
発
展
・
成
熟
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

昭
和
三
十
八
年
に
名
神
高
速
道
路
（
栗

東
～
尼
崎
）
が
開
通
し
て
以
来
、
東
名
高

速
道
路
や
中
央
自
動
車
道
な
ど
国
土
の
背

骨
と
な
る
高
速
道
路
の
整
備
が
進
め
ら

れ
、
そ
の
ス
ト
ッ
ク
は
着
実
に
増
加
し
て

き
た
。

　

し
か
し
、
単
に
供
用
延
長
を
伸
ば
す
の

み
な
ら
ず
、
更
な
る
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
等
に
よ
る
渋
滞
や
交
通
事
故
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
安
全
対
策
や
渋

滞
対
策
の
強
化
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
を

受
け
た
環
境
対
策
の
実
施
、
情
報
通
信
技

術
の
進
展
に
伴
う
Ｅ

Ｔ
Ｃ
や
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
等

の
新
技
術
の
導
入
、

自
然
災
害
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
耐
震
補
強

や
暫
定
二
車
線
の
四

車
線
化
な
ど
、
そ
の

時
代
の
求
め
に
応
じ
て
高
速
道
路
の
機
能

を
強
化
し
、
速
達
性
、
安
全
性
、
快
適
性

等
の
高
速
道
路
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
向
上
さ
せ
て
き
た
。

　

自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
、
グ
リ

ー
ン
社
会
の
実
現
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
加
速
な
ど
、
今
後

も
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
状
況

は
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
こ

う
し
た
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
高
速
道

路
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
要
請
を
踏
ま

え
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
高
速
道
路
の
進
化

・
改
良
を
行
う
歩
み
を
止
め
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

高
速
道
路
の
維
持
管
理
・
更
新
を
適
切

に
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
中
央

自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事

故
を
契
機
に
定
期
点
検
結
果
に
基
づ
く
修

繕
等
を
行
う
中
で
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見

も
踏
ま
え
、
更
新
事
業
の
拡
充
等
に
よ

り
、
高
速
道
路
の
機
能

を
維
持
し
、
健
全
な
ス

ト
ッ
ク
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

高
速
道
路
の
更
新
・

進
化
等
を
継
続
的
に
行

う
た
め
に
は
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
。
昨
年
８
月
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
国
土
幹
線
道
路
部
会
中
間
答
申
で

は
、
上
記
の
視
点
か
ら
、
高
速
道
路
の
機

能
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
の
仕

組
み
に
つ
い
て
、
利
用
者
負
担
を
基
本
と

す
る
考
え
方
を
示
し
つ
つ
、
現
行
の
償
還

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い

る
。

　

今
後
、
具
体
化
検
討
が
進
み
、
国
民
生

活
や
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
高
速
道
路

の
機
能
が
持
続
可
能
な
も
の
と
な
り
、
次

世
代
に
確
実
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
と
な

る
よ
う
強
く
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
地
方
的
な
幹
線
道
路
で
あ
る
地

方
道
路
公
社
が
管
理
す
る
有
料
道
路
に
つ

い
て
も
、
そ
の
機
能
を
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
の
更
新
・
進
化
等
の
取
組
が

強
化
さ
れ
、
地
域
の
課
題
解
決
に
こ
れ
ま

で
以
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
各
地
域
に

お
い
て
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と

に
も
期
待
し
た
い
。

高
速
道
路
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に

　

高
速
道
路
各
社
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
の
高
速
道
路
の
交
通
状
況
の
速
報
値
を
発

表
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
の
平
均
日
交
通

量
は
、
３
９
，
２
０
０
台
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
令
和
元
年
度
と
比
べ
77
％
だ
っ
た
。
（
昨
年

度
の
同
時
期
に
比
べ
１
３
６
％
に
増
加
。
）
ま

た
、
10
㎞
以
上
の
渋
滞
回
数
は
、
２
９
４
回

で
、
令
和
元
年
度
と
比
べ
53
％
だ
っ
た
。
（
昨

年
度
の
同
時
期
に
比
べ
３
２
０
％
に
増
加
。
）

交通量　全国の高速道路の主な区間

混雑状況　渋滞回数

《特に長い渋滞発生箇所（各社の上下別ワースト１位）》

令和4年4月28日(木)
～令和4年5月8日(日)：11日間

※比較対象はコロナ禍前の平成31年4月26日（金）
～令和元年5月6日（月）：11日間

※（参考比較）令和3年4月28日（水）
～令和3年5月5日（水）：8日間

ゴールデンウィーク期間中の交通状況（速報）

コース名 利用期間 プラン料金（税込） 申込先

北海道

（1）道南・道北コース 3日間 6,100円

NEXCO東日本 

「ドラ割」 

https://www.driveplaza.com/etc/drawari/

（2）道南・道東コース 3日間 6,100円

首都圏

（3）関越道・東北道コース 2日間 3,000円

（4）東北道・常磐道コースミニ 2日間 2,500円

（5）東北道・常磐道コースワイド 3日間 5,100円

（6）東関東道・館山道コース 2日間 2,500円

（7）首都圏　東名・中央道コースミニ 2日間 2,500円

NEXCO中日本 

「速旅」 

https://hayatabi.c-nexco.co.jp/

（8）首都圏　東名・中央道コースワイド 2日間 3,900円

中京圏

（9）中京圏　東名・中央道コース 2日間 3,600円

（10）伊勢道コース 2日間 3,100円

（11）東海北陸道・北陸道コース 3日間 5,100円

（12）中央道・東海北陸道コース 2日間 2,000円

関西

（13）名神・北陸道・京都縦貫道コース 2日間 3,600円

NEXCO西日本 

「みち旅」 

https://www.michitabi.com/

（14）中国道・山陽道・播但道コース 2日間 3,100円

（15）阪和道コース 2日間 2,500円

四国

（16）香川・徳島・高知コース 2日間 3,100円

（17）愛媛・高知コース 2日間 3,100円

九州

（18）熊本・佐賀・長崎コース 2日間 3,100円

（19）熊本・大分・福岡コース 2日間 3,100円

（20）熊本・宮崎・鹿児島コース 3日間 4,600円

Ｅ
Ｔ
Ｃ
二
輪
車
限
定

「
ツ
ー
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
」

【
目
的
】

　

休
憩
施
設
等
の
不
足
を
解
消

し
、
良
好
な
運
転
環
境
を
実
現

す
る
こ
と
。

【
内
容
】

　

休
憩
施
設
間
隔
が
概
ね
25
㎞

以
上
、
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
距
離
が
２

㎞
以
内
の
道
の
駅
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

２
・
０
搭
載
車
を
対
象
に
、
高

速
道
路
を
降
り
て
道
の
駅
に
立

ち
寄
り
後
、
２
時
間
以
内
に
再

進
入
し
た
場
合
※
１

に
は
、
降

り
ず
に
利
用
し
た
料
金
の
ま
ま

と
す
る
。
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
チ
ャ

ー
ジ
※
２

の
再
徴
収
を
せ
ず
、

長
距
離
逓
減
※
３
等
も
継
続
）

※
１　

順
方
向
に
向
か
う
場
合

の
み

※
２　

利
用
１
回
当
た
り
の
料

金
（
高
速
自
動
車
国
道
の
み
）

※
３　

一
定
距
離
以
上
を
連
続

し
て
利
用
し
た
場
合
の
料
金
割

引
措
置

【
追
加
箇
所
】

　

全
国
６
箇
所
の
道
の
駅

▽
道
の
駅
「
ふ
く
し
ま
」
（
福

島
県
福
島
市
）

▽
道
の
駅
「
常
総
（
仮
称
）
」

（
茨
城
県
常
総
市
）

▽
道
の
駅
「
お
け
が
わ
（
仮

称
）
」
（
埼
玉
県
桶
川
市
）

▽
道
の
駅
「
な
が
お
か
花
火

館
」
（
新
潟
県
長
岡
市
）

▽
道
の
駅
「
い
た
の
」
（
徳
島

県
板
野
郡
）

▽
道
の
駅
「
都
城
」
（
宮
崎
県

都
城
市
）

※　

各
箇
所
に
お
け
る
実
験
開

始
時
期
に
つ
い
て
は
改
め
て
発

表
す
る
。

※　

６
箇
所
に
つ
い
て
は
、
実

験
開
始
時
か
ら
一
時
退
出
可
能

時
間
は
２
時
間
と
な
る
。

【
退
出
時
間
の
見
直
し
】

　

令
和
４
年
７
月
１
日
（
金
）

０
時
よ
り
一
時
退
出
可
能
時
間

を
現
状
の
３
時
間
か
ら
２
時
間

に
変
更
。

　

追
加
６
箇
所
を
含
む
、
全
国

29
箇
所
の
道
の
駅
が
対
象
。

※　

実
験
対
象
Ｉ
Ｃ
を
０
時
以

降
に
流
出
し
た
車
両
が
対
象
と

な
る
。

和
４
年
４
月
25
日
（
月
）
～
10

月
31
日
（
月
）
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
申

込
受
付
を
一
時
停
止
す
る
場
合

が
あ
る
。

高速道路の休憩施設の
不足解消に向けた社会実験

コース・プラン料金・申込先

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
、
京
都
府
道
路
公
社
お

よ
び
兵
庫
県
道
路
公
社
は
、
ツ

ー
リ
ン
グ
需
要
を
喚
起
す
る
こ

令和4年度実績① 令和元年度実績② 対比①／②
参考

令和3年度実績③ 対比①／③

平均日交通量 39,200台／日 50,600台／日 77％ 28,900台／日 136％

（小型車） （大型車） 32,800 6,400 44,100 6,500 74％ 98％ 22,600 6,300 145％ 102％

最大日交通量 53,300台／日 60,600台／日 88％ 32,100台／日 166％

令和4年度実績① 令和元年度実績② 対比①／②
参考

令和3年度実績③ 対比①／③

10㎞以上の渋滞 294回 557回 53％ 92回 320％

うち30㎞以上の渋滞 27回 51回 53％ 6回 450％

会社区分 上下線 道路名 渋滞発生箇所
渋滞日時 
(ピーク)

渋滞延長 渋滞原因

東日本

下り線 関越自動車道 嵐山PA付近
5月3日（火） 
10時25分頃

51.9㎞
交通集中
及び事故

上り線 東北自動車道 久喜IC付近
5月1日（日）
17時40分頃

45.0㎞
交通集中
及び事故

中日本

下り線 中央自動車道 藤野PA付近
5月3日（火）
7時50分頃

46.2㎞
事故

及び交通集中

上り線 東名高速道路 美合PA付近
5月3日（火） 
9時40分頃

39.5㎞ 交通集中

西日本 
・本四

下り線 中国自動車道 宝塚東TN付近
5月3日（火） 
10時55分頃

36.5㎞ 交通集中

上り線 名神高速道路 大津IC付近
5月3日（火） 
8時00分頃

43.5㎞ 交通集中

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


